
学校番号 117 

令和３年度 情報科 

 

教科 情報科 科目 社会と情報 単位数 2 単位 年次 1 年次 

使用教科書 「社会と情報」（日本文教出版） 

副教材等 なし 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・ コンピュータを含むいろいろなコミュニケーション手段を用いて、情報とは何かについて考え、理

解を深めましょう。 

・ 実践的・体験的な学習を通して、コンピュータやネットワークについて学び、良い使い方とは何か

を考えましょう。 

・ グループワーク・発表など様々なコミュニケーション手段を通じて、コミュニケーションとは何か、

理解を深め、その活用について考えてみましょう。 

・ コミュニケーションについて、ワークショップや演習等を通して考え、友だちとの交流の中で多面

的な考え方があることを理解し、自分自身の考え方をしっかりと持ちましょう。 

・ コンピュータ、スマートフォン、SNS などの様々な問題（情報モラル）について、グループワーク

をする中でしっかりとした考えを持って、それらの問題に対処できるようにしましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

1 情報活用の実践力を身につけ、情報機器の使い方に関する知識や技能の習得はもとより、「情報」

そのものに関する内容(情報の収集・判断・創造・発信)が理解できる。 

2 情報を科学的に理解し、さらに情報を受信・発信するときの責任を理解した上で、ネットワークを

利用したコミュニケーションを含め、情報社会に積極的に参画することができる。 

3 日常のさまざまな問題を解決するために、コンピュータを含む情報機器等を活用して情報の収集や

整理を行うことができる。 

4 プロジェクト学習、グループワークの中で、コンピュータを含む情報機器等を活用した高度なコミ

ュニケーションをとることができる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

・ 情報を多角的・多面

的にとらえ、本質的

な部分を見極めてい

こうとしている。 

・ 自らの情報活用を振

り返り、評価し改善

しようとしている。 

・ 情報モラルや情報に

対する責任について

考え行動している。 

・ 情報社会に主体的に

参画し、その発展に

寄与しようとしてい

る。 

・ さまざまな事象を

情報収集し、個々の

視点だけでなく、そ

れぞれ関係性から

見える視点を捉え

ることができる。 

・ 問題の発見・解決に

向けて情報収集し、

情報技術を適切か

つ効果的に活用す

ることができる。 

・ 複数の情報の関係

性を理解し、それら

を統合的に整理し

て、新たな考えなど

を見いだす事がで

きる。 

・コンピュータを含
めた情報と情報技
術を活用するため
の基礎・基本的な
技能を身に付け、
目的に応じて、情
報および情報技術
を適切に扱うこと
ができる。 

 
 

・コンピュータを含
めた情報と情報技
術を適切に活用す
るための知識とそ
れを活用して問題
を発見・解決する
ための方法につい
て理解している。 

・情報社会の進展と
それが社会に果た
す役割と及ぼす影
響、および、情報
に関する法・制度
やマナーの意義と
情報社会において
個人が果たす役割
や責任について理
解している。 



評
価
方
法 

<全体を通じて> 
出席状況の観察 
個人用ワークシートの記
述 
グループワークシートの
記述 
振り返りシートの記述 
相互評価 
自己評価 
<あゆみルーブリック> 
学習状況の観察 
<作品用ルーブリック> 
グループワーク参加状況
の観察 
実習作品 
情報モラル理解の確認 
<発表用ルーブリック> 
発表 
情報モラル理解の確認 
 
 

<全体を通じて> 
個人用ワークシートの記
述 
グループワークシートの
記述 
振り返りシートの記述 
<あゆみルーブリック> 
学習状況の観察 
<作品用ルーブリック> 
グループワーク参加状況
の観察 
実習作品 
情報モラル理解の確認 
<発表用ルーブリック> 
発表 
情報モラル理解の確認 
 

<あゆみルーブリック> 
学習状況の観察 
<作品用ルーブリック> 
実習作品 
<発表用ルーブリック> 
発表 

<全体を通じて> 
個人用ワークシートの記
述 
グループワークシートの
記述 
振り返りシートの記述 
<あゆみルーブリック> 
学習状況の観察 
<作品用ルーブリック> 
実習作品 
情報モラル理解の確認 
<発表用ルーブリック> 
発表 
情報モラル理解の確認 
 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に 5 段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

１
学
期
・中
間
考
査
以
後
ま
で 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
Ａ
（物
語
を
作
ろ
う
～
ね
ら
え
芥
川
賞
～
） 

○基本的なパソコン 

の操作技術 

○ネットワークの概念 

○ワープロソフトの習得 

 

○企画書作り 

 

○プレゼンテーション 

（グループ発表） 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

  

 

 

 

○ 

 

○ 

a:コンピュータの基本的な仕

組みに興味をもち、それらの

学習に積極的に取り組もう

としている。 

b:ネットワークの概念を理解

し、それらについての利点や

問題点について考えること

ができる。 

c:グループワークによって、コ

ミュニケーションを理解し、

グループによる問題解決や

情報交換をすすめることが

できる。 

d:作品制作・発表を通して、さ

まざまなコミュニケーショ

ンのあり方を理解すること

ができる。 

あゆみ 

グループワ

ークシート 

個人用ワー

クシート 

授業観察 

グループワ

ーク観察 

作品 

発表 

別表・ルーブ

リックＡ 



１
学
期
・中
間
考
査
以
降
か
ら
２
学
期
・は
じ
め
ま
で 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
Ｂ
（情
報
モ
ラ
ル
～
明
日
への
対
策
～
） 

・情報モラル理解のための学

習（ディスカッション） 

 

・情報モラル事例の分析・検

証 

 

・事例検討のためのケースス

タディ 

 

・フォトランゲージによる情報

受信・情報発信の分析・検討 

 

・メディアリテラシーの理解と

分析・検討 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

a:情報モラルとは何かを理解

し、各事例において検討・分

析をし、その問題点について

考えることができる。 

b:各事例においてその内容を

しっかりと掌握し、それらを

適切に活用する手段を検討

することができる。 

c:問題解決のためのさまざま

な方法を考え、目的に応じ

て、適切な解決方法を選択す

ることができる。 

d:グループワークによって、コ

ミュニケーションを理解し、

グループによる問題解決や

情報交換をすすめることが

できる。 

あゆみ 

グループワ

ークシート 

個人用ワー

クシート 

授業観察 

グループワ

ーク観察 

発表 

２
学
期
・
８
月
か
ら
10
月
は
じ
め
ま
で 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
Ｍ
（未
来
予
想
図
～
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
講
習
～
） 

・インターネットの利用と検索

システムの理解 

 

・表計算ソフトの概念の理解と

その操作技術 

 

・シミュレーションの概念の理

解 

 

・レポートの作成方法とその理

解 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

a:インターネットの基本的な

仕組みに興味をもち、それら

の学習に積極的に取り組も

うとしている。 

b: 表計算ソフトの基本的な仕

組みに興味をもち、さらにシ

ミュレーションについても

興味を持ち、それらの学習に

積極的に取り組もうとして

いる。 

c:グループワークによって、コ

ミュニケーションを理解し、

グループによる問題解決や

情報交換をすすめることが

できる。 

d:レポート作成の意味を理解

し、公開するためのレポート

を作成することができる。 

あゆみ 

グループワ

ークシート 

個人用ワー

クシート 

授業観察 

グループワ

ーク観察 

レポート 

別表・ルーブ

リックＭ 



２
学
期
・
１０
月
中
旬
か
ら
期
末
考
査
前
ま
で 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
Ｃ
（こ
れ
ぞ
私
の
お
す
す
め
） 

○メールソフトの利用とマナー 

 

○プレゼンテーションソフトの

基本概念の理解と操作技術 

 

○コミュニケーションにおける

思考の展開方法 

 

○プレゼンテーションの基本

概念の理解とその技法 

 

○プレゼンテーション 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

  

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:プレゼンテーションソフト

の基本的な仕組みに興味を

もち、それらの学習に積極的

に取り組もうとしている。 

b:情報モラルとは何かを理解

し、検討・分析をし、その問

題点について考え、その手段

を検討することができる。 

c:グループワークによって、コ

ミュニケーションを理解し、

グループによる問題解決や

情報交換をすすめることが

できる。 

d:作品制作・発表を通して、さ

まざまなコミュニケーショ

ンのあり方を理解すること

ができる。 

あゆみ 

グループワ

ークシート 

個人用ワー

クシート 

授業観察 

グループワ

ーク観察 

作品 

発表 

別表・ルーブ

リックＣ 

２
学
期
・
期
末
考
査
前
か
ら
３
学
期
ま
で 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
Ｄ
（Ne

w
s T

ria
n

g
le

～
ニ
ュ
ー
ス
番
組
作
成
～
） 

○プレゼンテーションソフトの

応用とその操作技術 

 

○情報の収集、判断、創造、

発信の理解と総合的な活用 

 

○多角的な視点の理解をそ

の総合的な活用 

 

○より高度なプレゼンテーショ

ン技術 

 

○プレゼンテーション 

（グループ発表） 

 

 

 

○ 

  

 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

  

 

○ 

 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

  

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a:プレゼンテーションソフト

の高度な仕組みに興味をも

ち、それらの学習に積極的に

取り組もうとしている。 

b:情報モラルとは何かを理解

し、検討・分析をし、その問

題点について考え、その手段

を検討することができる。 

c:グループワークによって、コ

ミュニケーションを理解し、

グループによる問題解決や

情報交換をすすめることが

できる。 

d:作品制作・発表を通して、さ

まざまなコミュニケーショ

ンのあり方を理解すること

ができる。 

あゆみ 

グループワ

ークシート 

個人用ワー

クシート 

授業観察 

グループワ

ーク観察 

作品 

発表 

別表・ルーブ

リックＤ 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

※ 以下のページから別表のルーブリックを記載する。 

 

 

 

 



プロジェクト A・作品制作用ルーブリック 

物語を作ろう～ねらえ、芥川賞！～ 

            観点 
レベルS 

大変素晴らしい 
レベルA 

よく出来ている 
レベルB 
もう少し 

レベルC 
改善が必要 

創造 

イメージの広がり 
イメージマップで多くのこと

を想像できているか 

イメージマップの作
成において、グルー
プで 150 個以上のキ
ーワードを挙げた 

イメージマップの作
成において、グルー
プで 100～149 個の
キーワードを挙げた 

イメージマップ
の作成において、
グループで 30～
99 個のキーワー
ドを挙げた 

イメージマップ
の作成において、
グループで 29 個
以下のキーワー
ドしか挙げられ
なかった 

内容 
聞き手が興味を持つ 

内容かどうか  

レベル B に加え、聞
き手にとって興味の
ある内容であった 

物語の内容が独
創的であった 

物語の内容が独
創的でなかった 

絵 
イメージの視覚化 
考えた物語が絵で 

表現できているかどうか 

レベル A に加え、物
語の全体像を掴める
絵であった 

レベル B に加え、聞
き手にとって理解し
やすい絵であった 

物語と関係して
いるものを絵で
表現することが
できた 

物語と関係のな
いものが描かれ
ていた 

チーム
ワーク 

協調性 
グループ内で協調性が 

あったかどうか 

レベル A に加え、グ
ループ内で出た複数
の意見を調整した
り、まとめたりする
ことができた 

レベル B に加え、自
分の意見を言うこと
ができた 

グループ内で相
手の意見を受け
入れることがで
きた 

グループ内で相
手の意見を受け
入れることがで
きなかった 

役割 
グループ内で自分の役割を 

果たすことができているか 

レベル A に加え、他
のメンバーのフォロ
ーができた 

グループ内で与えら
れた役割を積極的に
果たすことができた 

グループ内で与
えられた役割を
果たすことがで
きた 

グループ内で与
えられた役割を
果たすことがで
きなかった 

 
*モラル* 人を傷つけるような表現・不適切な表現をしてはいけない 

 

プロジェクト A・発表用ルーブリック 

物語を作ろう～ねらえ、芥川賞！～ 

            観点 
レベルS 

大変素晴らしい 
レベルA 

よく出来ている 
レベルB 
もう少し 

レベルC 
改善が必要 

発表内容 
聞き手が興味を持つ内容かどうか 

  
レベル B に加え、聞
き手にとって興味の
ある内容であった 

物語の内容が 
独創的であった 

物語の内容が 
独創的でなかった 

姿勢 
聞き手を意識しながら発表するこ

とができたかどうか 

レベル A に加え、
身振り手振りを効
果的に使うことが
できた 

聞き手の方を向い
て話すことができ
た 

比較的聞き手の方
を向いて話すこと
ができた 

聞き手の方を向い
て話すことができ
なかった 

声 
はっきりと聞こえる声で話すこが

できたかどうか 

レベル A に加え、内
容に応じて抑揚をつ
けることができた 

教室の後ろまではっ
きりと聞こえる声で
話すことができた 

教室の後ろまでぎり
ぎり聞こえる声で話
すことができた 

教室の後ろまで聞こ
える声で話すことが
できなかった 

話す速さ 
適切な速さで話すことができたか

どうか 

内容に応じて、話
す速さを変えるこ
とができた 

聞き取りやすい速
さで話すことがで
きた 

比較的聞き取りや
すい速さで話す事
ができた 

聞き取りやすい速
さで話すことがで
きなかった 

発表時間 

 

  

 

 

レベルC レベルB レベルA レベルS

JUST TIME

2:30 2:40 2:50 3:00 3:10 3:20 3:30

レベルA レベルB レベルC



プロジェクトＭ〜シミュレーション講習…未来予想図…〜 
・レポート作成ルーブリック 

   
レベル S 

大変素晴らしい 
レベル A 

よく出来ている 
レベル B 
もう少し 

レベル C 
改善が必要 

仮説（予想） 
問題の意味を理解し、
適切な仮説を立てるこ
とができたかどうか 

複数の条件を設定
し、説得力のある仮
説を立てることがで
きた 

B に加え、論理的な理由を
付けることができた 

ある条件をもとに仮
説を立てることがで
きた 

仮説を立てるこ
とができなかっ
た 

条件 
シミュレーションを行
う条件を設定すること
ができたかどうか 

意味を持った複数の
条件を立てることが
できた 

複数の条件を立てることが
できた 

条件をひとつ立てる
ことができた 

条件を立てるこ
とができなかっ
た 

結果の読み取り 
表やグラフからわかる
事実を読み取ることが

できたかどうか 

A に加えて、複数の
結果を比較し事実を
読み取ることができ
た 

B に加え、表やグラフのあ
る部分の変化に気づくこと
ができた 

全体の傾向を正しく
読み取れている 

全体の傾向を読
み取れなかった 

考察 
読み取れることをもと
に自分の考えを述べる
ことができたかどうか 

複数の条件で読み取
れた事実から、それ
らを関連させて自分
の考えを書くことが
できた 

ある条件で読み取れた複数
の事実から、それらを関連
させて、自分の考えを書く
ことができた 

ある条件で読み取れ
た 1 つの事実から、自
分の考えを書くこと
ができた 

自分の考えを書
くことができな
かった 

 

 

プロジェクト C ‐ プレゼンテーション～これぞ私のおすすめ!!～ 
作品用ルーブリック 

  

   
  

  
レベル S 

大変素晴らしい 
レベル A 

よく出来ている 
レベル B 
もう少し 

レベル C 
改善が必要 

内容 
おすすめ※1するポイントに
自分の経験がうまく表現

されているか 

おすすめするポイン
トが、自分の経験を踏
まえており、聴衆が実
行してみたいと思う
ものである 

おすすめするポイン
トが、自分の経験を踏
まえており、聴衆の興
味を惹くものである 

おすすめするポイン
トが、自分の経験を踏
まえている 

おすすめするポイン
トが、自分の経験を踏
まえていない 

キャッチコピー※2 
おすすめするものの良さ
をキャッチコピーとして
まとめられているか 

  

おすすめするものの
よさをキャッチコピ
ーの中にまとめられ
ており、聴衆の興味を
惹くものである 

おすすめするものの
よさをキャッチコピ
ーの中に入れる事が
できている 

おすすめするものの
よさをキャッチコピ
ーの中に入れる事が
できていない 

スライド※3 
見る人を意識したわかり
やすいスライドになって

いるか 

レベル A に加えて、デ
ザイン性が高い 

スライドが全体的に
わかりやすく工夫さ
れており、アニメーシ
ョンが効果的に使わ
れている 

スライドが全体的に
わかりやすく工夫さ
れている 

スライドがわかりに
くい 

情報モラル 
画像・文章の引用が適切に

行われているか 
  

画像・文章等を引用
する際に、適切な表
記をすることがで
きている 

  

画像・文章等を引用
する際に、適切な表
記をすることがで
きていない 

※1 おすすめと紹介の違い 

おすすめ・・・「ほしい！」「やってみたい！！」と思わせるように工夫して伝えること   紹介・・・単に伝えること 

※2 キャッチコピー・・・人の注意を引くことを目的とし、おすすめするものの魅力を引き出したり、おすすめしたいポイントがまとめられたフレーズ

や文章のこと 

※3 わかりやすいスライド・・・スライドを見たときにそれが何であるかがわかるように、文字やオートシェイプ、写真などの量、大きさ、色合いが見

やすく工夫されていること。 

 

 



プロジェクト C プレゼンテーション ～これぞ私のおすすめ～ 
発表用ルーブリック 

  
レベル S 
素晴らしい 

レベル A 
よく出来ている 

レベル B 
もう少し 

レベル C 
改善が必要 

発表内容 
聴衆の興味を惹くことが 

できたかどうか 

レベル A に加え、聴衆
が実行してみたいと思
うものであった 

おすすめするポイントで自分の
経験を踏まえて話すことができ、
聴衆が興味を惹くものであった 

おすすめするポイントで自
分の経験を踏まえて話すこ
とができた 

おすすめするポイントで自分
の経験を踏まえて話すことが
できなかった 

スライド利用 
発表する際、スライド
を効果的に利用でき

たかどうか 

レベル A に加え、聴衆
の記憶に残るものであ
った 

発表内容に沿って、工夫
しながらスライドを利
用することができた 

発表内容に沿って、ス
ライドを利用するこ
とができた 

発表内容に沿って、ス
ライドを利用すること
ができなかった 

姿勢 
聴衆を意識しながら、 
発表することができ

たか 

レベル A に加え、内容
に応じて、身振り手振
りを効果的に使うこと
ができた 

聴衆を見渡して発表す
ることができた 

聴衆を見て発表する
ことが 
できた 

聴衆を見て発表するこ
とができなかった 

声 
はっきりと聞こえる声で話す
ことができたかどうか 

レベル A に加え、内容
に応じて、声の大きさ
を変えることができた 

全ての聴衆にはっきり
と聞こえる声で話すこ
とができた 

全ての聴衆に聞こえ
る声で話すことがで
きた 

全ての聴衆に聞こえる
声で話すことができな
かった 

話す速さ 
適切な速さで話すこ
とができたかどうか 

レベル A に加え、内容
に応じて話す速さを変
えることができた 

ほとんど詰まることが
なく、適切な速さで話す
ことができた 

適切な速さで話すこ
とができた 

適切な速さで話すこと
ができなかった 

発表時間 
 

※おすすめと紹介の違い 

紹介…単に教えること 

おすすめ…「ほしい!!」、「やってみたい!!」と思わせること 

 

プロジェクト D News Triangle～作品制作用ルーブリック～ 

  
レベル S 
素晴らしい 

レベル A 
良くできている 

レベル B 
もう少し 

レベル C 
改善が必要 

協

働 

役割 
グループ内で自分の役割を 

果たせたかどうか 

グループ内で役割分担
をして、積極的に自分
の役割を果たし、さら
に、他のメンバーのサ
ポートもできた 

グループ内で役割分担
をして、積極的に自分
の役割を果たすことが
できた 

グループ内で役割分担
をして、自分の役割を
果たすことができた 

グループ内で役割分担
をしなかった、または、
役割分担をしたが、自
分の役割を果たすこと
ができなかった 

コミュニケーション 
議論を活発にするようなコミ
ュニケーションができたかど

うか 

レベル A に加えて、議
論を活発にさせ、かつ
それぞれの意見を調整
することができた 

レベル B に加えて、他
の人が意見を述べるよ
うに促すことができた 

自分の意見を述べるこ
とができ、他の人の意
見に耳を傾けることが
できた 

自分の意見を述べるこ
とができなかった、ま
たは、他の人の意見に
耳を傾けることができ
なかった 

作

品 

スライド 
見る人を意識した分かりやす
いスライドになっているか 

レベル A に加えて、(※
１)見る人が理解しや
すいような工夫ができ
た 

統一感のある(※２)見
やすいスライドにする
ことができた 

統一感のあるスライド
にすることができた 

統一感のあるスライド
にすることができなか
った 

内容 
一つのニュースに対して、 
内容を理解しまとめることが

できたかどうか 

レベル A に加えて、記
事の内容を分析し、そ
の結果を(※３)考慮し
た提言を生み出すこと
ができた 

集めた情報をもとに、
記事の内容、視点をそ
れぞれ関連付けてまと
めることができた 

集めた情報をもとに、
記事の内容、視点をま
とめることができた 

集めた情報をもとに、
記事の内容、視点をま
とめることができなか
った 

情

報 

モ

ラ

ル 

著作権の理解 
著作権を理解した上で、 
情報収集と作品制作が 

できたかどうか 

引用元や URL を記載
する必要性を理解した
上で、情報収集と作品
制作をすることができ
た 

  

引用元や URL を記載
して、情報収集と作品
制作をすることができ
た 

引用元や URL を記載
して、情報収集と作品
制作をすることができ
なかった 

情報収集 
信ぴょう性に気をつけたり、多
面的に捉えたりしながら情報
収集をすることができたかど

うか 

情報の信ぴょう性を
さらに高めるため
に、関連する書籍や
複数のサイトを使っ
て必要な情報を収集
することができた 

インターネットで信
頼できる情報源から
信ぴょう性の高い情
報を収集することが
できた 

必要な情報を収集す
ることができた 

必要な情報を収集す
ることが 
できなかった 

適切な表現 
情報収集・作品制作の際に、 
適切な表現を選択をすること

ができたかどうか 

  

情報収集・作品制作
の際に、適切な表現
(※４)を選択するこ
とができた 

  

情報収集・作品制作
の際に、適切な表現
(※４)を選択するこ
とができなかった 

※１ 見る人が理解しやすいような工夫・・・画像や図形などを適切に使い説明を分かりやすくする工夫。 
※２ 見やすいスライド・・・文字や図の量・色・大きさ、アニメーションが適切であるスライドのこと。また話の流れが工夫されている

かどうかも含む。 
※３ 考慮した提言・・・各視点の良さを十分に踏まえ、かつ現実的でより良くなるような意見や考えのこと。 
※４ 適切な表現・・・人権上の配慮をして、人を不愉快にさせない表現 



プロジェクト D News Triangle～発表用ルーブリック～ 

  
レベル S 
素晴らしい 

レベル A 
良くできている 

レベル B 
もう少し 

レベル C 
改善が必要 

放送内容 
３つの視点を含め、
どれだけ内容が充

実していたか 

レベル A に加え、聴衆
が考えさせられるよう
な放送内容であった 

レベル B に加え、その
根拠が聴衆にとって分
かりやすいものであっ
た 

3 つの視点とそれぞれ
の意見を挙げており、そ
の根拠を説明すること
ができた 

3 つの視点とそれぞれ
の意見を挙げることは
できたが、その根拠を説
明することができなか
った 

スライド活用 
効果的にスライ
ドを利用するこ
とができたか 

レベルAに加え、（※１）
視覚効果を効果的に使
うことができた 

レベル B に加え、効果
的にスライドを活用で
きていた 

放送内容に沿ってスラ
イドと話す内容を合わ
せることができた 

放送内容に沿ってスラ
イドと話す内容を合わ
せることができなかっ
た 

放送態度 
ニュース番組とし
てふさわしい態度
で放送することが

できたか 

レベル A に加え、身振
り手振りを効果的に使
い放送することができ
た 

スライドを見ることが
ほとんどなく、前を向い
て堂々と放送すること
ができた 

スライドをあまり見る
ことなく前を向いて放
送することができた 

前を向いて放送するこ
とができなかった 

声 
聞き取りやすい声

の大きさで話すこ
とができたか 

レベル A に加え、自分
の役割や話す内容に応
じて声の大きさを変え
ることができた 

全ての聴衆にはっきり
と聞こえる声で話すこ
とができた 

全ての聴衆にぎりぎり
聞こえる声で話すこと
ができた 

全ての聴衆に聞こえる
声で話すことができな
かった 

話す速さ 
内容に合わせて話

す速さを変えるこ
とができたか 

レベル A に加え、内
容に応じて話す速さ
を変えることができ
た 

スムーズに聞き取り
やすい速さで話すこ
とができた 

詰まりながらもほぼ
適切な速さで話すこ
とができた 

適切な速さで話すこ
とができなかった 

時間 

       JUST TIME        

 3:05 3:15 3:25 3:30 3:35 3:45 3:55   

レベル C レベル B レベル A レベル S レベル A レベル B レベル C 

※視覚効果・・・・図、グラフ、写真、アニメーションなど 
【注意事項】①ニュース放送にふさわしくない言葉は使わない 

  ②ニュース放送にふさわしくない態度はとらない 

 

 

あゆみ用ルーブリック 

  
レベル A 

よく出来ている 
レベル B 
もう少し 

レベル C 
改善が必要 

内容が 

しっかり書けてい

るものであるか 

Bに加えて 

自分の考えが書かれてい

る 

授業で学んだことが自

分の言葉で書かれてい

る 

授業でやったことや、

感想しか書かれていな

い 

・ 今日の授業内容を整理して書こう (箇条書き) 

・ 自分の反省や改善点、意見、感想などを書こう 

・ 周りの友達やグループワークの様子・動きを書こう 

・ 次の授業の計画を考えて書いておこう  

・ 目標の到達度は数字で入力しましょう 

 

※ あゆみ…毎回授業の最後に行う振り返り。表計算ソフトを利用して記入させている。 

 

 

 

 


